
 

 

 

 

 

 

 

 

習熟度テストの結果より～今後の学習に向けて～ 

 ５月２日（火）に習熟度確認テストを行いました。今回のテストは、中学校１年生の学習内

容が範囲で、学校で普段行う定期試験より、範囲の広いテストでした。 

これまでの学習内容が理解できているか、個々の生徒において、参考にもなる資料だと思い

ます。個表には、今後の学習のアドバイスも書いてあるので、参考にしてください。 

５００点満点のテストで、美浜中２学年の平均点は県平均を約４０点上回りました。 

県内で、二百校以上、２００００人以上が受験しているテストです。昨年度の４月に行った習熟

度テストと比べると、結果に向上がみられます。一方で、昨年末の習熟度テストと比べると、 

平均点は県平均を約５０点上回っていました。 ３学期に行う、習熟度テストに向けて、範囲の

広いテストにも慣れていきたいものです。 

６月２６日（月）、２７日（火）には「１学期 期末テスト」を実施します。学ぶ姿勢を大切に

して、学習に主体的に取り組む期間にしたいものです。 

 

１学期末テストに向けて 
６月１日（木）に、ここから学年全体で学習に向かう雰囲気をつくり、集団としても個

人としても主体的に学ぶことに挑戦しようということを確認しました。学習には計画性

が必要です。計画はなぜ必要か、昨年度、学んだことを活かして学習に臨みましょう。 

①試験勉強の計画について、２週間の学習計画を立てることはできたか？ 
 

 →試験範囲の学習を１日で終えることは困難です。また、個々人で、それぞれの日に都合があるもので

す。だからこそ、試験勉強に必要な総合計時間を予想し、その日の計画を立てる必要があるのです。 

 
 →ＰＤＣＡサイクルを大切に 

Ｐ（プラン 計画）→Ｄ(ドゥ 実行)→Ｃ（チェック 評価）→Ａ（アクション 改善） 

 
 →計画を立てる経験を積んでいるか？ 

  １年後の受験勉強は、数か月の学習計画を必要とします。３年生になるまでに、２週間の計画を立て

る訓練ができるのも、あと、４回しかないのです。 
 

②目標を明確にして学習しているか？ 
→目標は、その日の自分の行動を決めます。 

  目標点に向けて、必要な学習を日々積み上げたいものです。 
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総合的な学習の時間 
 ５月２５日（木）に『ENAGEED

エ ナ ジ ー ド

』教材を使用した学習を実施しました。今回は、「社会を良くする

ために、今ある問題に気付く力」や「それを解決するためにアイディアを発案する力」について学び 

ました。授業を終えての感想の抜粋をご紹介いたします。 

 

A 高田実里さん 日常にある問題やその原因を知り、未来がどう変わっていくのか楽しみになっ

た。自分のアイディアが、もしかしたら誰かのためになるかもしれないから、小さ

なアイディアの一つひとつを大切に考えたい。 

A 和氣友陽さん 一気に最終的な答えを出すのではなく、普段学習している数学のように、途中

式から地道に考えていくと良いアイディアにつながっていくと思った。中学校在

学中に段ボールアート作りたい。発案する力をもっと使いたい。 

B横山杏花さん アイディアを出すときには、「問題」に対してだけでなく、問題の「原因」とそれに

対する理想状況を考えると、より良いアイディアにつながると思う。自分の意見

や意志を強く持ちながら、他者の意見も取り入れられるようにしたい。 

B 中尾美宙さん 今はまだ考えられないことも、ダイナミックに考えてみたりすることで発案する

力がついていくと思った。非現実的なことも想像力を働かせて、言葉にして、周

りに出して伝えていくと何か変わるかもしれないと思った。 
C梅澤琥太郎さん 未来を切り開くためには、結果だけを気にするのではなく、理想状況にたどりつ

くまでの過程も大事にしないといけないと思う。問題を感じたら、アイディアを

出すことを通して、今の自分をもっと成長させたい。 

C関根旭飛さん アイディアが無限にあることがわかった。周りの人の意見を聞くことがとても大

切だと思う。もっと周りを観察して、問題点やその解決方法を「発案する力」を鍛

えたい。 

 


